
農業委員会だより

会

長

挨

拶
△
〓
　
　
Ｆ天

た
な
か
　
　
き
ん
じ

二
番
　
田
中
　
金
二

「農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法

の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（令
和
４
年
法
律
第
５６
号
ご

に
よ
り
、
農
地
法
の

一
部
が

改
正
さ
れ
、
農
地
取
得
時
に

お
け
る

「下
限
面
積
要
件
」

は
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か

ら
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
化
が
加
速
す
る
中
、

農
業
従
事
者

の
数
は
減
少
す

る

一
方
で
あ
り
、
遊
休
農
地

の
解
消
や
、
効
率
的
に
農
業

を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、

多
様
な
人
材
に
農
業

へ
従
事

い
た
だ
く
施
策

の
ひ
と

つ
と

し
て
、
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す
。た

だ

し
、

「
下
限
面
積

要

件

」

は
撤

廃

さ

れ

ま

し

た

が
、

農

地

を

取

得

す

る
際

に
、
必
要
と
な
る
他

の
要
件

（上
記

の
表
を
参
照
）
は
そ

の
ま
ま
残

っ
て
お
り
、
す

べ

て
の
要
件
を
満
た
す

こ
と
が

条
件
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▲
７
　
住
所
‥
清
崎
町

職
業

‥
自
営
業

日
ご
ろ
は
彦
根
市
農
業
委
員
会
の
活
動
に
格
別
の
ご
協
力

ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
、

第
２５
期
彦
根
市
農
業
委
員
会
の
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

田
中
金
二
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
加
え
て
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
円
安
に
伴
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

や
農
業
生
産
資
材
が
軒
並
み
価
格
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り
、

農
業
経
営
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た

一
方
で
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改
正
に
伴

い
、

１０
年
後
を
見
据
え
た
地
域
計
画
の
策
定
、
目
標
地
図
の

作
成
に
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
農
業
者
の
声
を
聴
き
な
が
ら

関
係
機
関
と
協
力
し
、
こ
れ
か
ら
も
農
業

・
農
村
を
維
持
し

て
い
く
う
え
で
、
食
糧
生
産
手
段
と
し
て
の
優
良
農
地
を
守

り
、
多
面
的
機
能
を
有
す
る
農
地
の
保
全
と
と
も
に
、
彦
根

市
農
業
振
興
の
た
め
の
地
域
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

目
標
地
図
の
作
成
に
向
け
て
、
皆
様
の
お
声
を
気
軽
に
お

寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

表 :農地の権利取得 (農地法第 3条 )に必要な要件

項  目 内 容

全部効率利用要件
申請地を含め、所有している農地または借りている農地のすべてを効率的に耕作

すること。

農作業常時従事要件 申請者または世帯員等が農作業におおむね150日 以上従事すること。

地域との調和要件 申請のうちの周辺の農地利用に悪影響を与えないこと。

法人が農地を取得する場合には別の要件があります。
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○
農
業
委
員
は
、
農
地
の
許
認
可

・
農
地

の
利
用
調
整

・
農
業
委
員
会
の
最
終
的

な
意
思
決
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
農
地
転
用
な
ど
に
関
す
る
こ
と
は
、
農

業
委
員

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
各
委
員
の
担
当
地
域
は
３
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

一
番
　
大
西
　
太
郎

①
彦
富
町
　
②
自
営
業

③
農
業
情
勢
は
厳
し
く
農
産
物
の
低
迷
、

資
材
の
高
騰
、
従
事
者

の
高
齢
に
よ
る
離
農
が

進
む
中
、
日
標
地
図
の

作
成
に
努
め
た
い
。

二
番
　
辻
　
宏

①
甘
呂
町
　
②
農
業

③
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
や
農
業
を

取
り
巻
く
様
々
な
問
題

解
決
や
農
地
の
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
番
　
高
田
　
克
己

①
馬
場
二
丁
目
　
②
農
業

③
初
め
て
こ
の
任
に
つ
き
ま
す
。
自
ら
の

知
見
が
ど
こ
ま
で
通
用

す
る
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
農
業
の
発
展
に

向
け
て
頑
張

っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

五
番
　
士
口
岡
　
巳
津
夫

①
宇
尾
町
　
②
農
業

③
昨
今
の
農
業
環
境
も
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
農
業
委
員
と
し

て
や
る
べ
き
こ
と
に
最

善
を
尽
く
し
地
域
農
業

の
活
力
に
な
れ
る
よ
う

に
努
力
し
ま
す
。

き
た
む
ら

六
番
　
北
村

文録

①
大
藪
町
　
②
農
業

③
私
た
ち
農
業
者
は
遊
休
農
地
の
増
加
、

後
継
者
不
足
等
厳
し
い

状

況
に
立

っ
て

い
ま

す
。
活
力
を
取
り
戻
し

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
託

す
活
動
を
女
性
目
線
で

頑
張
り
ま
す
。

七
番
　
伴
　
孝
子

（副
会
長
）

①
馬
場
二
丁
目
　
②
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト

・
セ
ミ
ナ
ー
講
師

③
２
期
目
に
あ
た
り
、
積
極
的
な
議
論
と

行
動
、

そ
し

て
農

・

商

・
工
の
力
強
い
連
携

で
、
彦
根
の
街
を
盛
り

上
げ

た

い
と
思

い
ま

す
。

八
番
　
北
川
　
悟

①
清
崎
町
　
②
無
職

③
農
林
水
産
省
勤
務
及
び
農
業
者
年
金
業

務
に
携
わ
っ
た
経
験
を

活
か
し
、
地
域
農
業
の

抱
え
る
課
題
解
決
を
目

指

し

て
、
頑
張

り
ま

す
。

九
番
　
小
林
　
篤
夫

①
辻
堂
町
　
②
無
職

③
地
域
農
業
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
昨

今
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
と
連
携
を
図

り
、
農
地
の
有
効
な
維

持
管

理

に
努
力
し
ま

す
。

一
〇
番
　
松
宮
　
秀
治

①
鳥
居
本
町
　
②
無
職

③
後
継
者
問
題
、
必
死
で
す
。
頑
張
っ
て

き
た
人
が
突
如
リ
タ
イ

ア
、
後
継
ぎ
問
題
を
地

域
で
話
し
合
え
る
と
い

い
で
す
ね
。

一　
一
番
　
溝
畔
　
蹴
ぃ一

（副
会
長
）

①
大
方
町
　
②
農
業

③
彦
根
市
農
業
も
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
「地
域
計
画
」

の
策
定
に
よ
り
、
地
域

農
業
の
維
持
、
発
展
に

向
け
努
力
し
ま
す
。

一
二
番
　
中
川
　
一昴
和

①
下
岡
部
町
　
②
農
業

③
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
年
々
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
次
世
代
が

″夢

を
持
ち
続
け
ら
れ
る
農

業
″
に
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
二
番
　
辻
野
　
久
和

①
肥
田
町
　
②
農
業

③
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
は
創
造
性
と
合
理

性
が
よ
り

一
層
求
め
ら
れ
る
。
地
域
全

体
の
資
源
循
環
を
構
築

で
き
る
よ
う
に
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

一
四
番
　
田
附
　
隆
司

①
南
三
ツ
谷
町
　
②
農
業

③
水
田
農
地
は
ほ
と
ん
ど
耕
作
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
畑
地
は
不
耕
作
が
増
え
て

い
ま
す
。
不
耕
作
地
が

な
く
な
る
様
、
皆
様
と

一
緒
に
農
地
が
農
地
で

あ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

一
五
番
　
林
　
　
敏

①
須
越
町
　
②
無
職

③
農
業
委
員
と
し
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
指

導
を
受
け
な
が
ら
微
力

で
す
が
地
域
農
業
の
維

持
管
理
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

2 農業委員会だより ひこね 第54号



十
九
番
　
月
田
　
晴
男

①
薩
摩
町
　
②
農
業

③
農
業
委
員
と
し
て
農
地
の
有
効
利
用
と

い
ろ
い
ろ
な
課
題
の
解
決
を
目
指
し
、

担
い
手
農
家

へ
の
農
地

利
用
集
積
を
推
進
し
、

地
域
農
業
振
興
の
発
展

に
努
め
ま
す
。

一
八
番
　
西
川
　
末
美

①
石
寺
町
　
②
無
職

③
先
人
よ
り
永
々
と
継
が
れ
て
き
た
こ
の

農
地
。
農
村
環
境
を
守

り
、
次
の
世
代

へ
上
手

く
相
続
で
き
る
よ
う
、

努
め
ま
す
。

一
七
番
　
疋
田
　
菜
穂
子

①
日
夏
町
　
②
市
議
会
議
員

③
皆
様
の
ご
指
導

。
ご
協
力
を
賜
り
な
が

ら
、
地
域
農
業
の
活
性

化
と
営
農
の
維
持

へ
の

課
題
に
取
り
組

み
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

一
六
番
　
濱
村
　
功

①
松
原
二
丁
目
　
②
会
社
員

③
地
域
の
農
業
に
関
わ
る
様
々
な
問
題
に

つ
い
て
、
皆
様
の
ご
意

見
を
お
伺

い
し
な
が

ら
、
協
力
し
て
解
決
し

て
参
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

農 地 転 用 等 担 当 区 域

松  原

馬場一丁日、馬場二丁目、松原町、

元町、大東町、佐和町、立花町、

錦町、河原一丁目、河原二丁目、

新町、芹中町、大橋町、金亀町、

城町一丁目、城町二丁目、池州町、

松原一丁目、松原二丁目、橋向町、船町、旭町

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、中央町

河原三丁目、銀座町、芹橋一丁目、芹橋二丁目

尾末町、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目

栄町一丁目、栄町二丁目

濱村  功

伴  孝子

北青柳 大藪町、中藪町、中藪一丁目、中藪二丁目、長曽根町、長曽根南町 北村 文尾

福 満
竹ヶ鼻町、宇尾町、西今町、野瀬町、岡町、山之脇町、平田町、和田町、戸賀町、

小泉町
吉岡 巳津夫

波
本
宮

青
千
高

正法寺町、野田山町、地蔵町、

駅東町、芹町、芹川町、元岡町、

高宮町

里根町、外町、幸町、安清町、安清東町、

後三条町、大堀町、西沼波町、東沼波町、

古沢町、

沼波町、 高田 克己

鳥居本
小野町、原町、下矢倉町、甲田町、笹尾町、荘厳寺町、善谷町、中山町、仏生寺町、

男鬼町、武奈町、宮田町、佐和山町、鳥居本町
松宮 秀治

磯  田 八坂町、須越町、三津屋町 敏林

南青柳 甘呂町、開出今町 宏辻

日 夏 日夏町 疋田 菜穂子

亀  山
清崎町、賀田山町 田中 金二

千尋町、安食中町、太堂町、楡町 悟
レ

Ｌ

河  瀬
法士町、大方町、出町、葛籠町、西葛籠町、南川瀬町、野口町、川瀬馬場町 澤田 勘一

極楽寺町、森堂町、金剛寺町、辻堂町、蓮台寺町、堀町、広野町 篤夫小林

稲枝東
三津町、海瀬町、肥田町、野良田町、稲枝町、服部町 辻野 多k禾日

金沢町、稲里町、彦富町、金田町、稲部町 大 西 太郎

稲枝北

石寺町、下西川町 末 美西 川

薩摩町、柳川町、甲崎町 月 田 睛 男

田原町、上岡部町、下岡部町、上西川町、出路町 日本́一景中川

稲枝西
本庄町、上稲葉町、下稲葉町、普光寺町、田附町、南三ツ谷町、新海町、新海浜一

丁目、新海浜二丁目
田附 隆司
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○
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
担
当

区
域
の
農
地
の
利
用
調
整

・
遊
休
農
地

の
監
視

・
農
地
利
用
の
最
適
化
に
関
す

る
現
場
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進

（担

い
手
へ
の
農
地
集
積

・
集
約
化
、
遊
休

農
地
の
発
生
防
止

・
解
消
、
新
規
参
入

の
促
進
）
に
関
す
る
こ
と
は
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員

へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

○
各
推
進
委
員
の
担
当
区
域
は
、
６
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

に
し
む
ら
　
　
の
り
か
ず

西
村
　
徳

一

①
開
出
今
町
　
②
農
業

③
地
区
の
推
進
委
員
と
し
て
農
地

・
農
業

に
つ
い
て
深
く
考
え
て

参

り
た

い
と
思

い
ま

す
。
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

北
村
　
正
敏

①
大
藪
町
　
②
農
業

③
農
地
を
守
り
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ
仕
事

に
取

り
組

み
た

い
で

す
。

4

長
崎
　
作
蔵

①
賀
田
山
町
　
②
会
社
員

③
農
業

・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し

く
な

り

つ
つ
あ

る
中

で
、
次
世
代
に
継
承
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

（一一一〓壽一Ｗ

田
中
　
徳
男

①
安
食
中
町
　
②
農
業

③
農
業
委
員
と
協
力
し
、
農
地
の
出
し
手

と
受
け
手
と
の
ウ
ィ
ン

ウ

ィ
ン
の
関
係

を
築

き
、
農
地
集
積
化
と
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
や

解
消
に
努
め
ま
す
。

柴
田
　
利
治

①
甘
呂
町
　
②
無
職

③
農
業
情
勢
の
理
解
や
知
識
を
深
め
、
か

け
が
え
の
な
い
農
地
を

守
り
、
地
域
の
農
業
振

興
に
貢
献
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

小
川
　
英
志

①
法
士
町
　
②
会
社
員

③
こ
の
た
び
、
推
進
委
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
小
川
英
志
で
す
。

皆
様
の
ご
指
導
を
い
た

だ
き
、
地
域
農
業
の
発

展
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

堤
　
正
雄

①
南
川
瀬
町

③
皆
さ
ん
と

一
②
農
業

緒
に
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

東
村
　
善
市
郎

①
高
宮
町
　
②
自
営
業

③
豊
か
な
農
地
を
次
世
代
に

つ
な
ぐ
た

め
、
地
域
の
農
業
従
事

者
様
と
連
携
し
、
諸
問

題
の
解
決
に
向
け
、
皆

様
と
と
も
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

へ ⌒

北
川
　
好

一

①
蓮
台
寺
町
　
②
無
職

③
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
の

役
割
を
認
識
し
て
農
業

委
員
と
と
も
に
農
業
の

発
展
の
た
め
に
活
動
い

た
し
ま
す
。

面
田
　
忠
彦

①
新
海
町
　
②
農
業

③
時
代
変
化
に
対
応
し
つ
つ
農
用
地
の
適

正
利
用
と
次
世
代
に
継

承
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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冨
江
　
文
弘

①
本
庄
町
　
②
農
業

③
農
用
地
の
適
正
な
管
理

・
利
用
を
推
進

し
、
次
世
代
に
美
田
を

引
き
継
げ
る
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
。

西
澤
　
育
男

①
彦
富
町
　
②
無
職

③
農
業

・
農
村
を
維
持
管
理
す
る
に
は
い

ろ
ん
な
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
優
良
な
農
地

を
次
世
代

へ
引
き
継
げ

る
よ
う
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

中
嶋
　
一二
次

①
馬
場
二
丁
目
　
②
農
業

③
推
進
委
員
と
し
て
地
域
の
遊
休
農
地
を

少
し
で
も
解
消
し
、
農

地
の
あ
る
べ
き
姿
に
戻

し
、
活
力
の
あ
る
農
業

を
目
指

し
活
動

し
ま

す
。

杉
本
　
久
夫

①
東
沼
波
町
　
②
農
業

③
農
地
の
有
効
利
用
の
意
義

。
重
要
性
を

地
域
に
伝
え
、
特
に
ど

う
す
れ
ば
、
遊
休
農
地

を
有
効
利
用
で
き
る
か

を
考
え
て
い
き
た
い
で

す
。

横
山
　
信
人

①
鳥
居
本
町
　
②
公
務
員

③
持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
発
展
と
、
農

地
利
用
の
最
適
化
に
向

け
て
、
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

瀧
　
仁
司

①
野
良
田
町
　
②
農
業

③
地
域
の
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と
そ
れ

の
対
応
を
話
し
合
い
を

も
っ
て
解
決
で
き
る
よ

う
努
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

田
中
　
重
和

①
八
坂
町
　
②
会
社
員

③
地
域
の
抱
え
る
課
題
＝
高
齢
化

・
担
い

手
不
足

・
遊
休
農
地
な

ど
先
代
が
守

っ
て
来
た

肥
沃
な
農
地
が
今
後
発

展
す
る
よ
う
地
域
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

服
部
　
茂
樹

①
鳥
居
本
町
　
②
農
業

③
農
業
後
継
者
不
足
で
年
々
遊
休
農
地
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
農
地
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
、
地

域
の
皆
様
と
連
携
し
解

決
で
き
る
よ
う
に
努
め

る
思
い
で
す
。

木
村
　
正
彦

①
小
泉
町
　
②
農
業

③
地
域

の
農
地
利
用
の
最
適
化
に
努
め

ま
す
。

5

一則
田
　
義
晟
に

①
日
夏
町
　
②
無
職

③
長
年
、
細
々
と
米
作
を
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
農
地
と
環
境
を

次
世
代
に
つ
な
げ
る
よ

う
微
力
な
が
ら
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

百ど

々ど

明曽
雄お

①
甲
崎
町
　
②
農
業

③
農
地
保
全
、
農
業
振
興
に
少
し
で
も

役
立

て
れ
ば

と
思

い

ま
す
。

小
林
　
昇

①
田
原
町
　
②
農
業

③
農
業
情
勢
と
農
地
の
状
況
を
よ
く
把
握

し
、
農
地
が
適
正
に
利

用
さ
れ
る
よ
う
、
微
力

な
が
ら
努
力
い
た
し
ま

す
。

相談 。お問い合わせ先

彦根市農業委員会・

」A東びわこ

しっかり積み立て がっちリサポート!!

農業者なら広く加入できます
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農地利用最適化推進委員担当区域

松  原

馬場一丁 目、馬場二丁 目、松原町、松原一丁 目、松原二丁 目、橋向町

船町、旭町、元町、大東町、佐和町、立花町、京町一丁目、京町二丁目

京町三丁目、中央町、錦町、河原一丁目、河原二丁目、河原三丁目、銀座

町、芹橋一丁 目、芹橋二丁目、新町、芹中町、大橋町、金亀町、尾末町

本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目、城町一丁目、城町二丁目、池州町

栄町一丁目、栄町二丁目

中嶋 二次

北青柳 大藪町、中藪町、中藪一丁目、中藪二丁目、長曽根町、長曽根南町
＋
Ｕ

■
↑ 正敏

福 満

竹ヶ鼻町、宇尾町、西今町、野瀬町、岡町、山之脇町、平田町、和田町、

戸賀町、小泉町
木村 正彦

青 波

千 本

正法寺町、

安清東町、

西沼波町、

野田山町、地蔵町、古沢町、里根町、外町、幸町、

駅東町、芹町、芹川町、元岡町、沼波町、後三条町、

東沼波町

安清町、

大堀町、杉本 久夫

高 宮 高宮町 東村 善市郎

鳥居本

小野町、原町、下矢倉町、甲田町、笹尾町、荘厳寺町、善谷町、中山町、

仏生寺町、男鬼町、武奈町
横 山 信 人

宮田町、佐和山町、鳥居本町 服部 茂樹

磯  田 八坂町、須越町、三津屋町 田中 重和

南青柳

甘呂町 柴 田 利治

開出今町 西村 徳一

日 夏 日夏町 前田 善隆

亀 山

清崎町、賀田山町 長崎 作蔵

千尋町、安食中町、太堂町、楡町 田中 徳男

河 瀬

法士町、大方町、出町、葛籠町、西葛籠町 /JヽりII 英 志

南川瀬町、野口町、川瀬馬場町 堤  正雄

極楽寺町、森堂町、金剛寺町、辻堂町、蓮台寺町、堀町、広野町
レ

し 好 一

稲枝東

三津町、海瀬町、肥田町、野良田町、稲枝町、服部町 瀧  仁司

金沢町、稲里町、彦富町、金田町、稲部町 西澤 育男

稲枝北

石寺町、下西川町、薩摩町、柳川町、甲崎町 百々 明雄

田原町、上岡部町、下岡部町、上西川町、出路町 小林  昇

稲枝西
本庄町、上稲葉町、下稲葉町、普光寺町 冨江 文弘

田附町、南三ツ谷町、新海町、新海浜一丁目、新海浜二丁目 面 田 忠彦

6 農業委員会だより ひこね 第54号

鵬
淋
琳
迎
♪
茂
”
５

９
い
が
　
濃
買
ф

（↓
書
いや
ｏ
コ
熙
む
）

◆
凝
珀

・
謝
油
◆
　
州
認
Ｙ
〓
８
　
Ｍ
厳
計
コ
蜀

ヽ
申

Ｎ
巾
　
Ｗ
繭
尋
鵬
滸
琳
胸
ゆ

酬
甜

¨
ｏ『卜０‐
”ｏよ
一〓

「
長

¨
ｏ↓ヽ
０‐
一ｔ
ＯＯぶ

労
―
卜
２
１
ｔ
Ｆ
一一毬
ヽ
≧
Ｆ

２
Ｆ

〓
５
目
〇・
Ｆ

ご
＼
〓̈
８

〓
邑

地域名 担  当  区  域 推進委員


